
Fmθ研究会 

 

日時 平成 19 年 3 月 11 日日曜日 14:00－16:00 

会場：愛知県岡崎生理学研究所 

〒444-8585 岡崎市明大寺町字西郷中 38  http://www.nips.ac.jp/ 

 

プログラム 

一般演題 14:00~15:00       座長 浅田 博 大阪府立大学・総合教育研究機構 

１）加算作業中の Fmθ と thalamicθ について 

○ 末次正知 1), 水木 泰 2), 藤井正美  3), 渡部義文 1), 鈴木倫保 3) 

山口大学医学部・精神科１）、シモノセキ病院・精神科２）、山口大学医・学部脳神経外科

３） 

２）石原論文の被引用文献に見る Fmθ 研究の展望 

○ 石井良平 

 大阪大学大学院・医学系研究科・精神医学教室・認知行動生理研究室 

 

３） 

崎原ことえ 

大阪大学医学部保健学科神経機能診断学研究室 

 

 

特別講演 15:00~16:00         座長 末次正知 山口大学医学部・精神科 

サル前頭葉のシータ波活動 

○ 逵本 徹 

自然科学研究機構・生理学研究機構  

 



Fmθ研究会抄録 

 

日時 平成 19 年 3 月 11 日日曜日 14:00－16:00 

会場：自然科学研究機構・生理学研究所・１階・会議室 

 

一般演題 14:00~15:00       座長 浅田 博 大阪府立大学・総合教育研究機構 

 

１．加算作業中の Fmθと thalamic θについて 

末次正知 1, 水木 泰 2, 藤井正美 3, 渡辺義文１, 鈴木倫保 3 

1 山口大学医学部 精神科、2 下関病院、3 山口大学医学部 脳神経外科 

 

 EEG, MEG, fMRI を使った研究において、anterior cingulated cortex (ACC) を含んだ

medial prefrontal cortex (mPFC) を Fmθ の発生源とする報告がいくつかのグループより

なされている。ところで、睡眠中にも Fmθ に似たリズムが出現することや、Fmθ と睡眠紡

錘波が、その形状や分布に類似性が認められることから、今回、Fmθ 出現群と非出現群の

二群を設定し、加算作業中と睡眠中の脳波記録を行った（実験 1）。その結果、Fmθ の出現

機構と睡眠紡錘波のそれは類似している可能性が考えられた。そこで、パーキンソン病の

加療目的で、視床下核に電極を植え込まれた患者を対象に、加算作業中と睡眠中の脳波を

記録した（実験 2）。その結果、加算作業中に、Fmθ と同時に視床下核からθリズムが出現

し、睡眠中には同部位（Fz および視床下核）からθリズムおよび睡眠紡錘波が出現した。

視床下核は睡眠紡錘波の発生源とされる視床網様核に近接している。以上の結果より、Fmθ 

の発生源として視床網様核が重要である事が示唆された。 

 

２．石原論文の被引用文献に見る Fmθ研究の展望 

石井良平 大阪大学大学院 医学系研究科 精神医学教室 認知行動生理研究室 

 

 石原論文とは 1972 年に EEG Journal に発表された Fmθについての最初の英語論文で、現

在、教科書では、「臨床脳波学」、「脳波筋電図用語辞典」、Electroencephalography に引用

され、 Fmθ研究についての初期の代表的な論文として紹介されている。今回、この論文が

過去にどのような論文に引用されたかを検索した。その結果、ワーキングメモリ課題施行

時に出現する前頭部シータ波活動についての報告や、脳磁図を用いた活動源推定の報告の

インパクトが高かったが、精神科領域での応用を目指した研究は被引用回数が高くなかっ

た。また、MEG、fMRI などの他の脳機能測定法を用いた研究や、認知課題施行時の律動活動

の意義を探る研究が、ここ数年で特に注目を集めていることがわかった。今後は、Fmθと

種々の認知機能との関係や、脳内での発生源のより正確な同定と部位間の関連についての

研究が中心となろう。 



３．複雑な手指運動に伴う局所脳律動変化の脳磁図解析 

崎原ことえ 1）、平田雅之 1.2）、柳星伊 1）、加藤天美 2）、吉峰俊樹 2）、依藤史郎 1） 

大阪大学大学院医学系研究科 機能診断科学講座１）、大阪大学大学院医学系研究科 脳神経

外科学講座２） 

【目的】複雑な手指運動の脳内処理メカニズムを解明する。【方法】健常右利き被験者 10

人に利き手で習熟運動と非習熟運動の２種類の手指運動を試行させ、脳信号強度変化の ERD

（脱同期反応）, ERS（同期反応）を比較した。【結果】運動前野にて low γ帯域の ERD、

補足運動野にてα～β帯域の ERD、頭頂間溝水平部にてβ～lowγ帯域の ERD がみられた。

運動前野の ERD 反応が習熟運動で有意に低下、補足運動野での ERD 反応が習熟運動で有意

に増加、頭頂間溝水平部での ERD が習熟運動で有意に低下した。【考察】fMRI や PET の先行

研究で運動の習熟によって運動前野の脳活動低下、固有補足運動野の活動増加、また頭頂

間溝水平部での活動の低下が報告されており、本研究では脳磁図によってさらに関与する

局所脳律動変化を捉えた。【結論】運動の習熟によって、優位に活動する領野が変化しさら

に関与する局所脳律動変化にも違いがみられることが明らかになった。 

 

 

 

特別講演 15:00~16:00           座長 末次正知 山口大学医学部・精神科 

 

サル前頭葉のシータ波活動 

逵本徹   自然科学研究機構・生理学研究所・脳機能計測センター 

 ヒトが注意集中する時に、前頭葉周辺でθ波が記録される。この脳波活動は frontal 

midline theta (Fmθ) rhythms と呼ばれているが、正確な発生源や発生機構については不

明な点が多い。ヒトでそれらを解明することは侵襲的な実験が限られた状況下でしか許さ

れず極めて困難であるため、代替として、サルで Fmθ波のモデルを作成して大脳皮質埋込

電極でその発生源を調べた。サルには一定時間待ってから自分のペースでレバーを動かす

課題を行わせた。前頭前野 9 野と前帯状野 32 野のθ波活動は運動の 2-3 秒前から徐々に漸

増し、運動直後に極大となった。運動後のθ波活動は、報酬を与えると再度増加して二度

目の極大を示したが、報酬を与えないと速やかに低下した。このθ波活動は、周波数・空

間分布・注意負荷との関連性の点においてヒトの Fmθ波の相同物と考えて矛盾なく、Fmθ

波の解明に役立つ可能性がある。 

 

 


